
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 清泉女学院大学 

設置者名 学校法人 清泉女学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間学部 

心理コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 

4 

 

28 32 13  

文化学科 
夜 ・

通信 
16 22 13  

看護学部 

看護学科 
夜 ・

通信 
 

13 17 13  

 
夜 ・

通信 
    

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www.seisen-

jc.ac.jp/common/doc/disclosure/support/2019uni_jitsukyokamoku.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 清泉女学院大学 

設置者名 学校法人 清泉女学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.seisen-jogakuin.ac.jp/corporation 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社元理

事 

平成 29 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31 日 

湘南地区の学校の

将来構想メンバー 

非常勤 自由業 平成 29 年 4 月 1 日～

令和 2年 3月 31 日 

湘南地区の学校の

将来構想メンバー 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 清泉女学院大学 

設置者名 学校法人 清泉女学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画の作成・公表に係る取組の概要） 

 

・1 月上旬：シラバス作成のための FD を開催、同時に担当教員へシラバス作成依頼 

・3月上旬：シラバス原稿の締め切り 

     ⇒直後に学科責任者、教務学生部責任者によるシラバスチェック 

     ⇒不備等があった場合は修正、加筆を依頼 

・3月下旬：シラバスの確定⇒ホームページへ掲載（公表） 

・3月末：オリエンテーションで説明 

授業計画書の公表方法 https://www.seisen-jc.ac.jp/syllabus/course1.htm 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
シラバス記載の成績評価方法（授業への参加姿勢・レポート・試験等のウエイト、ま

た遅刻・欠席に対する評価）に則り、学修成果を厳格かつ適正に単位授与、履修認定

を行っている 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

・本学は客観的な指標として GPA を用いている 

・「GPA 運用規程」を制定し、評価基準、成績表記、評価内容とそれぞれに対応する GP

を明記した評価基準を定めている 

・GPA の算出方法は GPA 運用規程に定めているとともに、「学生便覧」における「履修

上の基本的事項」の項の本文でも記載している 

・GPA 運用規程は「学生便覧」の「諸規定」の項に記載している 

 

＜学年 GPA の算出方法＞ 

（各学年に各授業科目で得た GP ×当該科目の単位数）の合計 

各学年に履修登録した単位数の合計 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生便覧に記載 

https://www.seisen-

jc.ac.jp/common/doc/disclosure/support/2019uni_gp

a.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

・本学では卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定めているほか、卒

業の認定に関する方針を適切に実施するため、「卒業認定に関する規程」を制定し、卒

業認定要件、認定時期、卒業認定の手続き等について定めている 

・卒業認定は、学則に定める卒業に必要な単位数、並び卒業認定に関する規程と同規

程別表（出欠席、公欠について詳細を定めている）に基づいて行う 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

学生便覧に記載、ホームページで公表 

＜ディプロマ・ポリシー＞ 

人間学部  

https://www.seisen-jc.ac.jp/uni/human/idea.php 
看護学部 

https://www.seisen-jc.ac.jp/uni/nursing/idea.php 

＜卒業認定に関する規程＞ 

https://www.seisen-

jc.ac.jp/common/doc/disclosure/support/2019uni_so

tsugyonintei.pdf 

 



  

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 清泉女学院大学 

設置者名 学校法人 清泉女学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.seisen-

jc.ac.jp/disclosure/report.php 

収支計算書又は損益計算書 
https://www.seisen-

jc.ac.jp/disclosure/report.php 

財産目録 
https://www.seisen-

jc.ac.jp/disclosure/report.php 

事業報告書 
https://www.seisen-

jc.ac.jp/disclosure/report.php 

監事による監査報告（書） 
https://www.seisen-

jc.ac.jp/disclosure/report.php 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページ 

https://www.seisen-jc.ac.jp/uni/authorization/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページ 

https://www.seisen-jc.ac.jp/uni/authorization/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間学部・看護学部 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 

https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php 

（概要） 

【人間学部】学則第４条の２ 

本学の建学の精神である「キリスト教（カトリック）ヒューマニズム」に基づき、教養を

重視した全人教育を通じて、幅ひろい教養と人間学領域の学知・技能を教授し、コミュニ

ティとともに生き、常に自らを高め、共生のこころをもって、他者のために考え、行動し、

地域と世界に貢献できる情操豊かな人人を育成することを目的とする。 

 

【看護学部】学則第４条の３ 

看護学部は、本学の目的、使命を果たすために、本学建学の精神である「キリスト教（カ

トリック）ヒューマニズム」に基づき、教養を重視した全人教育と看護学領域の専門職教

育を統合し、地域社会の保健医療・看護におけるケアの質と安全を考究する体系的・継続

的教育により、豊かな教養と適切な判断力・適応力・倫理観を培った看護実践力を修め、

学びの文化、ケアの文化、共生の文化の創生をとおして、社会に貢献できる人人を育成す

ることを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：学生便覧に記載、ホームページで公表 

＜ディプロマ・ポリシー＞ 

https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php 

＜卒業認定に関する規程＞ 

https://www.seisen-

jc.ac.jp/common/doc/disclosure/support/2019uni_sotsugyonintei.pdf          

（概要） 

・本学では卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を定めているほか、卒業

の認定に関する方針を適切に実施するため、「卒業認定に関する規程」を制定し、卒業

認定要件、認定時期、卒業認定の手続き等について定めている 

・卒業認定は、学則に定める卒業に必要な単位数、並び卒業認定に関する規程と同規程別

表（出欠席、公欠について詳細を定めている）に基づいて行う 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 

https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php 

（概要） 

【人間学部】 

清泉女学院大学の学位授与方針のもと、以下の方針に基づいて教育課程を編成する。 

(1) 教育課程全体では、7つの力（課題発見力、論理的思考、他者尊重、コミュニケーショ

ン力、行動力、企画立案力、発信力）を身につけるために、地域やグローバルなフィール

ドでの共生の体験を重視し、実践的活動を取り入れた科目を配置する。 

(2) 「共通教育科目」は、学生の全人的成長および大学での勉学・研究の基礎の構築を目

的に、養成しようとする知識や能力を明確にしたうえで、目的を達成するために、「建学

の理念」、「教養科目」、「学習基礎」、「外国語」、「学外活動・スポーツ」、「キャリ

ア系科目」の科目群から構成する。 

(3) 「専門教育科目」では、基礎・基本を重視し、専門の骨格を正確に把握させるととも

に、科目間の関係や履修の順序、単位数等に配慮し、系統性と順次生のある教育課程の編

成としている。 



  

また、広い視野を身につけるため、他学科・他コースの専門科目の履修も可能とする。 

(4) 留学や学外研修、インターンシップ、ボランティア等、学外での体験・実践を通じて

能動的、主体的に学ぶ機会を設け、カリキュラムと関連づける。 

 

【看護学部】 

（１）人間尊重の精神に基づく人間観や看護観を育てるとともに、看護の職業倫理に関す

る基礎的な知識を修得する科目を配置する。 

（２）人間と社会を幅広く理解するとともに、コミュニケーション能力を修得する科目を

配置する。 

（３）問題を発見し、考え抜くためのクリティカルシンキングを修得する科目を配置する。 

（４）看護学研究に関する基本的な方法論の修得のもとに、研究プロセスで得た知識や技

能を総合的に活用して問題を解決できる能力を修得する科目を配置する。 

（５）チーム医療の中での看護職と多職種連携の役割を理解し、リーダーシップを発揮し

て看護職の役割を果たす能力、態度を修得する科目を配置する。 

（６）人間を生物学的、心理・社会的側面から理解し、健康や障害に応じた看護を実践す

るために必要な知識・技術・態度と、看護判断力、問題解決能力を修得する科目を配置す

る。 

①看護の概念および人間を生物学的、心理・社会的側面から理解する基礎的な科目を配置

する。 

②看護実践のための基本的な知識・技術・態度を身につける科目を配置する。 

③専門領域別に健康や障害の状態応じた看護実践のための知識・技能・態度を身につける

科目を配置する。 

（７）地域の包括ケアの必要性を理解し、地域における看護に関する基礎的な知識と実践

する能力を修得する科目を配置する。 

（８）文化の違いを理解し、互いに尊重する態度を育て、国際化する社会における看護に

関する基礎的な知識を修得する科目を配置する。 

（９）災害、減災に関わる看護の役割を理解し、災害支援活動に必要な実践力を修得する

科目を配置する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： ホームページ）                 

https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php 

（概要） 

【人間学部】 

（入学者選抜の基本方針） 

 本学は複数の受験機会と多様な入試を提供している。本学の入試では、大学入試センター

試験、個別学力検査、調査書、面接及び小論文等を組み合わせて志願者の能力や資質を総

合的に評価する。 

 （求める学生像） 

 本学の建学の精神と教育目標に賛同し、大学での勉学・生活を通して、自ら考え行動する

意欲にあふれた学生、様々な学修・社会経験をもつ、探究心と学習意欲の高い学生を受け

入れる。 

(1) 知識・理解 

 高等学校の主要教科科目について、高等学校卒業程度の知識をもつ人 

(2) 思考・判断・表現 

 物事を多面的かつ論理的に考察することができ、自分の考えを的確に表現し、伝えること

ができる人 

(3) 関心・意欲 

 人間に関わる諸分野に関心を持ち、専門的に研究したいという意欲をもつ人。また、その

成果を、自分自身の生き方や将来のキャリアに関連づけ、そして、他者のため、現代社会

における実践のために活かしていこうとする意欲をもつ人 

 



  

【看護学部】 

①本学の建学の精神に賛同し、社会の健康ニーズに貢献しようとする人 

②看護学部看護学科の教育目標に魅力を感じる人 

③学びの文化・ケアの文化・共生の文化の創生の目標に向かっていく意欲のある人 

④「よく考える」ことを通して、自分を成長させることに努力を惜しまない人 

⑤高等学校の教育課程を幅広く修得している人 

⑥高等学校までの履修内容のうち、看護学の基礎となる科目を身につけている人 

⑦知識や情報をもとに、論理的に考え、その考えを説明できる人 

⑧他者と協力しながら、課題を達成する能力を身につけている人 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：ホームページ 

https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

 人間学部 － 9 人 4人 5人 0人 0人 18 人

 看護学部 － 7 人 3人 3人 7人 2人 22 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

人 39 人 39 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法： 

https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間学部 80 人 101 人 126％ 340 人 317 人 93％ 0 人 2人 

看護学部 76 人 49 人 64％ 76 人 49 人 64％ ****人 ****人 

合計 156 人 150 人 96％ 416 人 366 人 87％ 0 人 2人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間学部 
50 人 

（100％） 

1 人

（2.0％）

43 人

（86.0％）

6人

（12.0％）

看護学部 
****人 

（100％） 

****人

（  ％）

****人

（  ％）

****人

（  ％）

合計 
50 人 

（100％） 

1 人

（2.0％）

43 人

（86.0％）

6人

（12.0％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人 

（  ％） 

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

・1月上旬：シラバス作成のための FD を開催、同時に担当教員へシラバス作成依頼 

・3月上旬：シラバス原稿の締め切り 

     ⇒直後に学科責任者、教務学生部責任者によるシラバスチェック 

     ⇒不備等があった場合は修正、加筆を依頼 

・3月下旬：シラバスの確定⇒ホームページへ掲載（公表） 

・3月末：オリエンテーションで説明 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

＜学修の成果に係る評価＞ 

・本学は客観的な指標として GPA を用いている 

・「GPA 運用規程」を制定し、評価基準、成績表記、評価内容とそれぞれに対応する GP を

明記した評価基準を定めている 

・GPA の算出方法は GPA 運用規程に定めているとともに、「学生便覧」における「履修上

の基本的事項」の項の本文でも記載している 

・GPA 運用規程は「学生便覧」の「諸規定」の項に記載している 

 

＜学年 GPA の算出方法＞ 

（各学年に各授業科目で得た GP ×当該科目の単位数）の合計 

各学年に履修登録した単位数の合計 

 

＜卒業認定に当たっての基準＞ 

・本学では「卒業認定に関する規程」を制定し、卒業認定に関する方針を定めている 

・同規程は、卒業認定要件、認定時期、卒業認定の手続き等について定めている 

・卒業認定は、学則に定める卒業に必要な単位数、並び卒業認定に関する規程と同規程別

表（出欠席、公欠について詳細を定めている）に基づいて行う 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間学部 

心理コミュニケー

ション学科 
124 単位 有・無 単位

文化学科 124 単位 有・無 単位



  

看護学部 
看護学科 128 単位 有・無 単位

 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php  

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間学部 

心理コミ

ュニケー

ション学

科 

710,000 円 280,000 円 260,000 円 

文化学科 710,000 円 280,000 円 260,000 円 

看護学部 
看護学科 900,000 円 350,000 円 600,000 円 

 円 円 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

■教務学生部が授業の履修、定期試験および成績、免許･資格取得に関すること、授業を受講

するために必要な手続きや修学の不安を解決する窓口となっている。 

・授業科目の履修登録について、3月のオリエンテーション時に詳細に説明。 

・休講・補講・時間割・集中講義の日程や教室変更等の連絡は、すべて掲示板にて連絡。当

日の急な休講などは、「オクレンジャー」を使用し携帯メールへ情報提供している。 

・定期試験で不合格になった科目について、担当教員が認めた場合に限り再試験を実施する

ことがある。 

・卒業や免許・資格に関して必要な単位数がよく分からない、検定試験に合格したものを単

位認定したい、他大学（入学前の大学･短大、単位互換制度利用大学、国外・国内留学先大

学）等で修得した単位を本学で読み替えてほしい等の問い合わせも教務学生部で受けつけて

いる。 

■本学ホームページの在学生向け WEB サービス 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

■キャリア支援センターで対応 

本学では、学生一人ひとりの資質を高め、可能性を最大限に活かし、地域社会のために

積極的に貢献できる輝く女性の育成をめざしており、そのために、きめ細やかな指導と

支援プログラムを用意し、キャリア形成・就職活動の支援を行っている。 

【キャリア教育】 

・本学のキャリア教育では、「ライフ・デザイニング」を重視している。自分自身を見

つめ、職業だけでなく家庭や社会活動を含めた人生を計画的に考える姿勢を身につけて

いくよう指導している。 

・キャリア系科目に加え、カリキュラム全体で体験学習やワークショップなどの実践活

動を積極的に行い、各コースの学びを社会や日常生活に活かす方法や地域の人との関わ

りから人間関係能力を修得し、社会のなかで自らを生かす道を探求する。 

【インターンシップ】 

・インターンシップ（就業体験）を積極的に推進している。キャリア支援スタッフの指

導とインターンシップに連動する授業で、しっかりと準備ができるようにしている。 

・インターンシップの期間は約 2週間。一般企業や自治体など豊富な受け入れ先の中か

ら選び、主に春・夏の長期休業を利用して行っている。実際の仕事を職場で体験するこ

とにより、社会人として求められる適性や職業観が形成されていく。 

【就職支援プログラム】 



  

・充実したキャリア系科目と連携して、キャリア支援センターでは職業観を身につける

各種セミナーを数多く開催。社会に出るために身につけておきたい知識や企業研究、就

活マナー、応募書類対策や試験・面接対策など、幅広く実践的な内容を扱っている。 

・3年次には多くの企業の協力を得て本学の学生だけを対象とした独自の企業合同説明

会を実施している。また、教員採用試験対策として勉強会や模擬試験、面接対策ワーク

ショップなどを行い、きめ細かいサポートもしている。 

【個別面談指導】 

適性や希望に添った就職活動が行えるよう、学生一人ひとりの個性に合わせてアドバイ

スをしている。また、メンター教員と連携して 3年次には全学生を対象とした個別相談

も実施している。それぞれにあった職業を見つけるために、学生が納得いくまで一緒に

親身になって考える体制をとっている。 

【公務員試験向け対策講座】 

地方公務員の上級・初級の一般教養（特に数的処理を中心）に対応した特別対策講座を

無料で開講している。3カ月間（5月～7月）で延べ 24 時間の講座である。模擬試験を

行い、個々の実力に応じた指導を行っている。 

【進学（大学院・編入）に関する情報提供】 

大学院進学・編入学希望などについても窓口となって相談に応じている。また、関連資

料も整えている。海外留学については国際交流センターで対応している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

■保健室と学生相談室で対応している。 

【保健室】 

学内での病気・怪我の対応だけでなく、日常の生活において身体的、精神的な悩み等の

相談に対応している。 

＜定期健康診断＞ 

定期健康診断を毎年年度初めに行っている。 

【学生相談室】 

ストレスや悩みごとがあるとき、聞いてほしいことがあるとき、友人関係で悩んでいる

とき、学校に足が向かなくなりそうなとき、有効に利用してもらうよう勧めている。 

（保健室とは別室） 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：h https://www.seisen-jc.ac.jp/disclosure/uni.php 

 

 


